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朝陽同窓会　幹事長　吉村　悟（₇回）

　昨年度は主に下記の₅点に集中して活動
しました。特に100周年記念事業として朝
陽合唱団を創設したことと、₁億円を目標
とした募金活動を開始したことは特筆すべ
き事項です。

－　創立100周年記念事業
　＋朝陽合唱団創設
　＋募金開始　　　　　
　＋決起集会開催
－　一般事業
　＋27年度版同窓会名簿の発行
　＋母校キャリア教育への支援拡大

　今年度は集まった募金をもとに、実際に
以下の100周年記念主要₃事業に展開する
年です。

－　奨学基金制度の開始
－　館山寮の保守改善
－　集いの場の確保

　まず奨学基金制度については集めた募金
の一部とあい基金の残金を原資に、₆月か
ら母校の在校生に対して支給を開始します。
奨学基金は経済的に援助を必要とする生徒
に対する制度で、₁名当たり10万円の奨学
金を各学年₃名ずつ計₉名に支給する予定
です。将来募金が増えてくれば支給金額も
増やしたいと考えています。また卒業時に

渡す祝い金も今までと同様に₂名に対して
各10万円を支給します。

　更に館山寮の維持保全にも支援の手を差
し伸べます。最近の温暖化に伴い、館山寮
の厨房、並びに食堂の熱気は耐え難いもの
になってきています。熱中症の発生を防ぎ、
より楽しい臨海教室を現役1年生に味わっ
てもらうために、この改善工事は必要なも
のと考えます。
　工事費の見積もりは間もなく算定されま
すが、館山寮を管理する財団法人朝陽会に
は既に経済的な余裕がないので、朝陽同窓
会から100周年記念募金の一部を使って支
援する予定です。

　集いの場については伊勢丹前にあるレス
トランとの利用契約を開始するなど、会員
の方々の便を図ることができました。しか
し代表幹事会を始め夜間や土日の母校の利
用には依然として大きな制限があります。
地価が日本一と言ってもよい新宿で自由に
使用できる施設を安価に賃貸することは至
難の業でありますが、今年一年創意工夫を
重ね、なんとか同窓会員が自由に利用でく
る場を確保したと考えております。

　また28年度から会長が15回の垂水さんか
ら17回の田中さんへと交代になります。垂
水さんが努力して作られた成果を礎に、さ
らに朝陽同窓会を発展させるよう、事務局
も全力で田中新会長を支えて行くつもりで
す。

平成28年度の事業計画について
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